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第
１
０
９
回 

 
 

日
航
機
墜
落

年 

 
 
 

※
２
０
２
５
年
８
月
の
毎
日
新
聞
記
事
を
元
に
し
た
文
章
で
す
。 

校
閲
し
、
直
す
べ
き
と
こ
ろ
を
指
摘
し
て
く
だ
さ
い
。 

  

 

５
２
０
人
が
犠
牲
と
な
っ
た
日
本
航

空
（
Ｊ
Ａ
Ｌ
）
ジ
ャ
ン
ボ
機
墜
落
事
故

か
ら

年
。
こ
の
間
、
航
空
機
は
ハ
イ

テ
ク
化
が
進
ん
で
自
動
操
縦
や
警
報
装

置
の
性
能
が
向
上
し
、
人
的
ミ
ス
を
カ

バ
ー
す
る
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。
Ｊ

Ａ
Ｌ
機
の
墜
落
事
故
以
降
、
国
内
の
主

要
航
空
会
社
に
よ
る
乗
客
死
亡
事
故
は

起
き
て
い
な
い
。
た
だ
、
ハ
イ
テ
ク
化

に
潜
む
危
険
や
パ
イ
ロ
ッ
ト
の
疲
労
の

蓄
積
な
ど
、
空
の
安
全
を
揺
ら
が
し
か

ね
な
い
問
題
は
今
な
お
横
た
わ
る
。 

 

１
９
８
５
年
８
月

日
午
後
６
時

分
、
羽
田
発
大
阪
行
き
日
航
１
２
３
便

ジ
ャ
ン
ボ
機
が
群
馬
県
上
野
村
の
「
御 お

巣 す

鷹 た
か

山 や
ま

の
尾
根
」
に
墜
落
し
た
。
乗
客

乗
員
５
２
４
人
の
う
ち
、
５
２
０
人
が

死
亡
す
る
大
惨
事
と
な
っ
た
。 

 

年
、
運
輸
安
全
委
員
会
は
、
米
ボ

ー
イ
ン
グ
社
に
よ
る
機
体
後
部
圧
力
隔

壁
の
修
理
ミ
ス
が
事
故
に
つ
な
が
っ
た

と
す
る
報
告
書
を
公
表
し
た
。
客
室
内

の
圧
力
を
一
定
に
持
つ
た
め
の
隔
壁
が

強
度
不
足
に
な
っ
て
飛
行
中
に
破
損
。

機
内
の
空
気
が
後
部
に
流
入
し
て
垂
直

尾
翼
が
破
壊
さ
れ
、
制
御
不
能
の
ま
ま

墜
落
し
た
と
結
論
づ
け
た
。 

 

国
土
交
通
省
に
よ
る
と
、
こ
れ
以
降

に
日
本
の
主
要
航
空
会
社
の
乗
客
が
死

亡
す
る
事
故
は
起
き
て
い
な
い
。
し
か

し
、
海
外
の
会
社
に
よ
る
死
亡
事
故
は

国
内
で
も
発
生
し
た
。
事
故
に
は
至
ら

な
い
も
の
の
、
人
的
ミ
ス
や
機
材
不
具

合
が
起
因
す
る
ト
ラ
ブ
ル
は
頻
発
し
て

い
る
。 

 

航
空
会
社
幹
部
に
よ
る
と
、
最
近
は

国
内
線
で
Ｇ
Ｐ
Ｓ
（
全
地
球
測
位
シ
ス

テ
ム
）
の
不
具
合
の
報
告
が
相
次
ぐ
。 
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現
代
の
旅
客
機
は
Ｇ
Ｐ
Ｓ
の
位
置
情

報
を
利
用
し
、
あ
ら
か
じ
め
コ
ン
ピ
ュ

タ
ー
に
入
力
し
た
デ
ー
タ
に
従
っ
て
オ

ー
ト
パ
イ
ロ
ッ
ト
（
自
動
操
縦
）
で
飛

行
す
る
。
そ
の
Ｇ
Ｐ
Ｓ
が
飛
行
中
に
一

時
、
不
具
合
を
起
こ
す
こ
と
が
あ
る
と

い
う
。 

 

「
Ｇ
Ｐ
Ｓ
が
不
正
確
」
。

代
の
男

性
機
長
は
３
年
前
に
初
め
て
、
操
縦
席

で
こ
ん
な
注
意
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
初
め
て

目
に
し
た
。
欧
州
か
ら
日
本
に
向
か
う

途
中
の
ト
ル
コ
上
空
で
表
示
さ
れ
、
表

示
は

分
ほ
ど
続
い
た
。 

 

航
空
会
社
幹
部
に
よ
る
と
、
こ
う
し

た
不
具
合
の
報
告
は
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク

ラ
イ
ナ
侵
攻
が
始
ま
っ
た
２
０
２
２
年

か
ら
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
不
具
合

が
生
じ
る
空
域
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
南
に

広
が
る
紅
海
や
ト
ル
コ
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ

と
国
境
を
接
す
る
ル
ー
マ
ニ
ア
や
ポ
ー

ラ
ン
ド
の
上
空
と
ミ
ャ
ン
マ
ー
周
辺
で
、

系
争
地
に
集
中
し
て
い
る
。 

 

こ
の
幹
部
は
、
軍
事
用
ド
ロ
ー
ン
に

誤
作
動
を
起
こ
さ
せ
よ
う
と
発
信
さ
れ

た
妨
害
電
波
が
、
旅
客
機
の
Ｇ
Ｐ
Ｓ
に

作
用
し
た
と
み
る
。
通
常
、
旅
客
機
は

ド
ロ
ー
ン
よ
り
高
い
空
域
を
飛
ぶ
が
、

同
じ
Ｇ
Ｐ
Ｓ
の
機
能
を
利
用
し
て
い
る

た
め
影
響
が
出
る
と
い
う
。 

 

黒
海
の
上
空
で
「
対
地
接
近
警
報
装

置
」
が
作
動
し
、
操
縦
席
で
警
告
音
が

鳴
っ
た
と
の
報
告
も
あ
る
。
こ
の
警
報

装
置
は
本
来
、
山
の
斜
面
や
地
表
に
異

常
接
近
し
た
時
に
警
告
す
る
も
の
だ
が
、

Ｇ
Ｐ
Ｓ
の
不
具
合
に
よ
っ
て
実
際
、
よ

り
は
る
か
に
低
い
空
域
を
飛
行
し
て
い

る
と
装
置
が
誤
認
し
た
と
み
ら
れ
る
。 

 

ト
ル
コ
上
空
で
Ｇ
Ｐ
Ｓ
の
異
常
表
示

を
目
に
し
た
機
長
は
「
何
が
起
き
て
い

る
の
か
、
は
ら
は
ら
し
た
」
。
誤
っ
て

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
領
空
に
入
る
と
不
足
の

事
態
に
巻
き
込
ま
れ
か
ね
ず
、
「
計
器

類
を
注
意
し
て
正
し
い
航
路
を
飛
ん
で

い
る
の
か
何
度
も
確
認
し
た
」
と
振
り

返
る
。
こ
の
機
長
は
「
欧
州
か
ら
の
帰

り
道
で
は

回
の
う
ち
８
回
は
不
具
合

が
起
き
る
」
と
語
る
。 

 

Ｇ
Ｐ
Ｓ
に
不
具
合
が
生
じ
て
他
の
計

器
で
位
置
や
ル
ー
ト
を
把
握
す
れ
ば
、

直
ち
に
安
全
に
影
響
す
る
わ
け
で
は
な

い
。
た
だ
、

代
の
ベ
テ
ラ
ン
機
長
は

「
普
段
は
シ
ス
テ
ム
を
信
頼
し
て
い
る
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の
で
、
い
ざ
と
い
う
時
に
シ
ス
テ
ム
に

頼
ら
ず
飛
行
す
る
の
は
難
し
い
。
機
器

の
ハ
イ
テ
ク
化
に
伴
っ
て
マ
ニ
ュ
ア
ル

類
は
増
え
る
一
方
で
、
非
常
時
の
対
応

は
以
前
よ
り
難
度
が
高
ま
っ
て
い
る
」

と
す
る
。 

 

こ
の
機
長
の
会
社
で
は
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
に

不
具
合
が
生
じ
た
事
例
を
共
有
し
て
い

る
た
め
、
実
際
に
異
常
を
知
ら
せ
る
表

示
が
出
て
も
パ
イ
ロ
ッ
ト
は
落
ち
着
い

て
対
応
で
き
て
い
る
と
い
う
。 

 

ベ
テ
ラ
ン
機
長
は
「
事
故
の
危
険
性

が
高
ま
っ
て
い
る
と
は
感
じ
な
い
が
、

ミ
ス
や
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
は
当
然
あ
る
。

そ
う
し
た
事
象
を
共
有
し
て
再
発
防
止

策
を
考
え
、
常
に
安
全
を
追
及
す
る
姿

勢
と
取
り
組
み
が
必
要
だ
」
と
語
る
。 

 


